























































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　CW, XVII, p. 1663｡）







　　12) T.W.ムーディ, F.X.マーチン編著，堀越監訳，前掲書, 321～323ペー
　　　　ジ。
　　Ｖ．おわりに
　1840年代と1860年代において，ミルはアイルランド問題を重大な危機的
問題として捉え，それに対する処方箋を提示しなければならないと実感
し，政策提案を行った。 1840年代においては，大飢饉という事態に対処す
るためのものであった。また1860年代においては，フィニアン暴動という
事態に対処するためのものであった。つまり，何らかの緊急的事態の出来
に際して自らの提案を提示した，ということになる。こうしたアイルラン
ドの緊急事態は，イギリスが救済政策を施さない限り，アイルランドの究
極的な民族的分離独立の気運を高める結果になってしまうだろう，とミル
が懸念していたためではないかと思われる。そしてそれに対する危機感
が，ミルに『経済学原理』の諸版での変更，『モーニング・クロニクル』紙
での一連の論説，『イングランドとアイルランド』の出版，更には庶民院で
の演説等々の必要性を実感させ，分離独立の阻止策を提示させたのであろ
　　　　　　　　　　　　　－82（135）－
う。
　アイルランドは，イギリスにとって最初の植民地であり，長い歴史と地
理的近さとが相俟って，イギリス人にとっては大英帝国の一部であること
が，確認されるまでもなく暗黙の了解としてあったように思われる。これ
は地理的に，あるいは歴史的に異なる他の植民地統治制度とは違った地位
をアイルランドが占めていたことを示していよう。それ故に，既にイギリ
ス資本主義体制の中に組み込まれていたアイルランドが，分離独立を遂行
することはあり得ないだろう，という前提がイギリスの民衆，知識人，議
会人の中に多分にあったと思われる。　しかしながら分離独立の可能性を，
ミルは切実な問題として感じ取っていたために，イギリス人にアイルラン
ドの重要性を再認識させる役割を自らが担っていると痛切に感じたのだと
思われる。
　更に，ミルはロウとの論争で明白なように，経済学の諸原理は相対的な
ものであり，時代，場所，習慣の異なる社会には異なる経済学諸原理が適
用されるべきである，ということを主張した。そしてアイルランドはイギ
リスと異なる社会なのであるから，異なる政策が施行されべきであると
し，自作農創設の必要性を陳述している。　しかしながらミルのアイルラン
ドにおける自作農創設計画は，如何にアイルランドを平穏な状態で大英帝
国内に据え置くか，ということが最大の懸案であり，そのための提案で
あった。　ミルの論述は，全てのコッターや小作農が自作農へ代わるべきで
ある，ということだけを主張したものでははなく，イギリスにとっての重
要な農業国として，アイルランドには自作農と共に，小資本家的借地農の
存在が必要であることも論述しているのである。これは，ミルが資本主義
的農業制度を重視していることの現われで吐ないか，と思われるのである。
そしてそのことは，イギリス本国内で資本主義的農業の弊害となっている
貴族的大土地所有制度が存在し，その解体をミルが意図していたことへと
繋がるように思われるのである。
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